
民
生
委
員
児
童
委
員
の

鈴
木
禎
二
氏
に

県
知
事
表
彰

　

８
月
28
日
、
宇
都
宮
市
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
第
19
回
栃
木

県
民
福
祉
の
つ
ど
い
で
、
民
生

委
員
児
童
委
員
の
鈴
木
禎
二
氏

（
石
橋
地
区
）
が
長
年
の
活
動
功

績
が
認
め
ら
れ
、
栃
木
県
知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
鈴

木
氏
は
現
在
も
地
域
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
・
援
助
を
行

い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

栃
木
県
公
衆
衛
生
大
会

に
て
県
知
事
表
彰
受
賞

　

９
月
３
日
、「
栃
木
県
公

衆
衛
生
大
会
」
が
栃
木
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、森
キ
イ
さ
ん（
石

橋
）
が
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
の
長
年
の
活
動
を
認

め
ら
れ
、
県
知
事
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
、
理
事
と
し
て

会
の
運
営
を
ま
と
め
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅

広
い
世
代
へ
活
動
を
す
す
め
、

地
域
の
食
生
活
改
善
に
貢
献

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
も
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

全
建
総
連
石
橋
支
部
の

皆
さ
ん
に
よ
る
奉
仕
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

８
月
18
日
、
全
建
総
連
栃

木
県
建
設
労
働
組
合
石
橋
支

部
の
皆
さ
ん
が
、
石
橋
中
学

校
の
１
階
廊
下
の
補
修
及
び

石
橋
小
学
校
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
塗
装
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
支
部
の
皆
さ

ん
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
石
橋
地
区
内
の
小
中

学
校
等
で
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
児
童
生
徒
及
び
学
校

関
係
者
は
こ
の
活
動
に
対
し

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
河
内
中

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

関
東
大
会
出
場
！

　

７
月
20
日
、
つ
が
ス
ポ
ー

ツ
運
動
公
園
に
て
行
わ
れ
た

下
都
賀
地
区
大
会
で
南
河
内

中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
が
団
体
戦
で
優
勝
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
県
大
会
に
お
い

て
、
団
体
で
は
３
位
、
個
人

で
は
小
島
・
野
口
ペ
ア
が
ベ

ス
ト
４
に
入
賞
し
、
関
東
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

８
月
６
〜
８
日
に
茨
城
県

神
栖
市
で
開
催
さ
れ
た
関
東

大
会
で
は
、
各
県
の
強
豪

チ
ー
ム
の
前
に
惜
し
く
も
敗

れ
た
も
の
の
、最
後
ま
で「
ね

ば
り
」
の
テ
ニ
ス
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

石橋小学校での活動 石橋中学校での活動
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